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研究題目：インターリーブ方式を用いたパワーコンディショナの高効率化・長寿命化 

【研究概要】 

 近年、太陽光発電システムが一般住宅にまで設置され広く普及しつつあるが、発電され

た電力を変換し電力系統へ逆潮流するパワーコンディショナ（以下、PCS）には 2 つの問

題点がある。1 つは寿命の問題であり、もう１つは部分影による発電電力の低下の問題であ

る。 

PCS は発電電圧を昇圧するチョッパ回路と系統連系するインバータによって構成される。

そのチョッパ回路と太陽光パネルを 4 つに分割し、インターリーブ制御を用いることで直

流電圧の変動を縮小し、平滑のために使用され装置寿命を左右する電解コンデンサの撤廃

を試みた。また、系統連系によって交流側から直流リンクへリプル成分が流入する事が予

想されたため、インバータを単相から三相へ置き換え、リプルの低減を図った。これらの

改良により電解コンデンサを使わなくても同等の性能が得られ、チョッパ回路の分割によ

って部分影による発電電力の低下も抑制できる新しいPCSの動作特性の検証が本研究の目

的である。 

【成果要約】 

 提案する回路のシミュレーションを行い、正常に動作することを確認した後に、回路を

作製して実験を行った。まずは、チョッパ回路のみの動作特性を検証した。電解コンデン

サが取り付けられた従来の回路で発生する電圧リプルを、インターリーブで制御された提

案回路では約 1/6 まで削減したコンデンサで達成することができ、長寿命のフィルムコン

デンサで置き換え可能であることが確認された。次に系統連系インバータについては、単

相から三相へインバータを置き換え、チョッパ回路に接続したところ、電圧リプルの発生

を約 1/15 まで抑制でき、交流側によって生じるリプルの問題も解消することができた。

また発電電力の低下の問題に関しては、太陽光パネルを直流電源に代用して実験を行った

ところ、チョッパ回路の非干渉制御により発電電力の低下抑制が確認された。 

このように、PCS の 2 つの問題点に対し対策案を検討し、実験によって動作特性の検証

を行ったところ良好な結果が得られ、長寿命化と発電電力低下の問題が解消された高性能

なパワーコンディショナが開発された。 
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経費の 

執行状況 

区分 執行額（円） 備考 

直流電源 

インバータ 

DSP 制御装置 

リアクトル 

コンデンサ 

半導体部品 等 
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計 

270,000 

211,896 

197,000 

48,600 

12,840 

109,664 
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